
 

   令和３年３月２５日 

 安行小学校安全部 

                                 PTA 生活指導部 

 

新年度１学期、４月から７月までの旗振り当番表をお配りします。（別紙）朝のお忙しい時間帯とは思いま

すが、皆様のご協力をよろしくお願いします。登校指導・旗振り場所、時間については以前お配りしたプリ

ントでご確認ください。4 月には学校ホームページから見ることができるようにしてあります。 

昨年度から、安行小学校安全部と生活指導部で協力して旗振り当番の編成を見直してきました。当番表の

負担の均等化も考慮しながら、地域ごとに近隣のグループで編成させていただきました。旗振り当番箇所は

通学班で割りふってありますので、通学班が変わった方は、旗振り当番で立つ場所が変更になっている場合

があります。ご了承ください。 

別紙当番表の日付の横の児童氏名を確認して当番表をご確認ください。当番表の太枠の中が担当名簿にな

っています。名簿の順番にそって日程を割りふってあります。 

各旗振り当番箇所の現状はどのようになっているでしょうか。 

保護者の方や地域の方からのお手紙を紹介します。みなさんはどうお受けとめになりますか。 

安全部だより

お世話になっております。安行原交差点の旗振り当番の件で、ご相談があります。お手紙に書か

せて頂きました。 

今、安行原交差点に旗振り当番のお母さんが来ない（毎回来ない…）ことがとても多いです。そ

の一方で「子どもたちの安全第一」と思い、率先して旗振りに代わりに出てくれるお母さんがいら

っしゃいます。初めは、その方お一人で旗振りに来ない方のところ全て，出てくださっていまし

た。すごく大変そうでして…私も力になれれば！！と思い、今 3 人で、旗振りに来ない方のところ

に入っております。今月は５～７回ほど出ました。来年度は 1 人の方が卒業でぬけてしまうので、

２人で、この旗振りをまわすとなると、少し負担も大きくなります。今はリーダーとなって指示し

てくれる方がいるので動きやすいのですが、来年度はいらっしゃらないので、とても不安に感じて

おります。 

色々な考え、ご事情のある方がいることはわかっています。私が一番大切にしたいのは何よりも

「子どもたちの安全」なので、少しずつでもいいから改善できればな…と思います。今後も、旗振

り当番を頂いても、そこから来ない人をピックアップして、またシフト表のように組まなければな

りません… 

旗振りのことは，保護者の皆様の協力あってこそ成立する話なので大変かと思いますが、このま

まにしておくのは危険なことと思いまして伝えさせていただきました。 

 

近隣の運送会社の者です。毎朝、北谷のマルエツの前の道路を大型トラックで通ります。お母さ

ん方が子どもを渡らせるために、旗を持って立っています。いつもは２人立っているようですが、

１人しか立っていない時もあります。自分達が気を付けて運転するのは当たり前ですが、いつか不

慮の事故が起こらないかと危惧しています。 



 

旗振り当番のアンケートの結果から（回収率 55.49％） 

 

 （１）旗振り当番日の出席について     （２）当番日以外にもボランティアで出たことがありますか 

 

  

     他の子供を守るということは、自分の子供も守られているということ 

安行小学校付近は、交通量も多く、保護者の方々はさぞかしご心配のことと思います。『子供たちを事故か

ら守る』ために、ご協力をよろしくお願いします。 

 旗振り当番では一番困るのは連絡・調整のない欠席です。見守りのない子ども達の登校となり、不慮の事

故が心配です。それぞれのご家庭でご事情はあると思いますが、通学班、近隣同士で連絡を取りあってカバ

ーできないものでしょうか。欠席の連絡がないとカバーすることもままなりません。 

日程の都合の悪い方は、それぞれの通学班、近隣の方と相談していただいて、調整をお願いします。子ど

も達の安全、命に関わる当番ですので、見守りのない登校は、絶対に避けたいものです。 

 

新年度４月９日（始業式・入学式の翌日）の朝に通学班の集合場所で保護者同士の顔合わせを行います。

通学班のスタートを見守ると共に、通学班の保護者間のつながりを育ててください。班長さんか副班長さん

の保護者が世話役となって交流を進めてください。新 1 年生をみんなで温かく迎えましょう。また通学路の

安全点検はもちろんのこと、震災時、台風災害時、不審者が出た時などの対応も各通学班での連絡、協力を

どうするかご相談ください。それぞれで連絡先の交換などもご相談いただければと思います。学校と地域、

地域の保護者間のつながりを、より強いものにしていきながら、児童の安全のために協力を進めていきまし

ょう。 

「自分の身は自分で守る」という事も大切ですが、児童の安全な登下校を確保する為には、

子供達にはまだまだ周りの大人の教えが必要だと思います。過去に前方不注意の車輌が横断歩

道を歩行中の児童達の列にぶつかりそうになったのを目撃した事があります。子供達も怖かっ

たと言っておりました。 

他にも赤信号を友達の手を引っ張り渡ってしまった児童も見たことがあります。車社会が定

着化してきた事もあるのか、横断歩道の正しい歩き方、道路の歩き方やマナーが分からない子

供達が増えてきている様に思います。 

旗当番の必要性を今一度、地域、保護者のみなさんで確認したいものです。 



 

 

 


